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本⽇開催された前橋市議会において、⽇本共産党市議団を含む全議員の賛成で⼩川晶前橋市
⻑の辞職が承認されました。 

市⺠によって選挙でえらばれた市⾏政のトップである市⻑が、既婚の男性幹部職員とラブホ
テルを利⽤していたことは、倫理的にも社会通念上も⼤きな問題であり、辞職は当然です。 

 
この間、市⻑は感傷的になることもあり誰にも気兼ねなく話し合える場としてラブホテルを

選んだと弁明し、誤解を払拭したいと繰り返し市⺠への説明会を開いて⾃⼰保⾝に終始しまし
た。しかし、当該幹部職員は昨年の 4 ⽉以降、⽇常的に市⻑のスケジュールを掌握し、全ての
公務の調整や打合せを⾏うことを職責としており、庁舎内の市⻑室や会議室で⼆⼈だけで相談
しても誰からも疑念を持たれることもなく何の⽀障もなかったのです。 

 
市⻑が問題の発覚以後２か⽉もの間、出処進退を明らかにしなかったため、「なぜ市⻑は責

任をとって辞職しないのか」という怒りの世論が市内外に⼤きく広がり、市役所への抗議電話
の対応で市職員の通常業務外の過重負担が強いられ、ストレスをため込みモチベーションを⼤
きく冷え込ませました。市⻑の遅きに失した辞職の決断は、市政の混乱と停滞を⻑期化させ、
事態を迅速に収拾できない市政への市⺠や諸団体の不信も広げました。 

このような事態を招いたことに対して、市⺠や議会に対して、市⻑⾃⾝の誠実な深い反省の
態度がほとんど⽰されなかったのは⼤変遺憾です。 

 
 ⽇本共産党前橋地区委員会と党前橋市議団は、昨年２⽉の市⻑選挙では、「市⺠本位の⺠主
市政をつくる会」の⼀員として、⼩川陣営が掲げた学校給⾷費の無償化など市⺠要求に沿った
政策に共通点が多いとの判断から、独⾃候補の擁⽴をせず⼩川⽒を⾃主的に全⼒で⽀援しまし
た。当選後も市議会では是々⾮々の⽴場で市⺠にとって良い施策は賛成して共に前に進め、税・
公共料⾦の値上げや過⼤な市税を投⼊する中⼼市街地再開発事業やテルサの解体など市⺠の
不利益になる施策には⼀貫して反対し、具体的な対案を⽰して是正を求めてきました。 

いま、物価⾼が続き市⺠の暮らしや中⼩事業者の経営が⼤変苦しくなっているだけに、今こ
そ、住⺠福祉の増進という地⽅⾃治体の責務を推進し、市⺠に寄り添う市政運営が切実に求め
られています。 

⽇本共産党は、⼀⽇も早く市政を正常化させるとともに、市⺠との対話を⼤切にしながら、
「市⺠が主⼈公」と⾔える市政をめざして全⼒を尽くす決意です。 


